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長田区鷹取地区で主にスペイン語圏から
来日している人を対象に支援活動され、情
報誌「Latin-α」（Web：www.latin-a.com/
E-mail：redaccion@latin-a.com）の編 集
長をされている大城ロクサナさんが長田消防
署に取材に来られました。お互いに貴重な
情報交換をすることができましたので、ご紹
介したいと思います。なお、南米では、ブラ
ジルを除くほとんどの国において、スペイン語
が公用語になっています。
●阪神・淡路大震災を経験して
 大城ロクサナさんは1991年にペルーから
来日し、ご主人お子様とともに神戸市内に
在住されています。
伺ったところ、地震の頻度は日本よりも

ずっと少ないため、ペルーの人の地震に対
する意識は日本人のそれと比べてかなり低く、
阪神・淡路大震災を来日4年目に経験した
大城ロクサナさんは、当初何をしたらよいの
か全くわからなかったそうです。
一番不安に思ったことは、被災した外国
人が日本人と同じように避難所に受け入れて
もらえるだろうかということだったそうです。そ
こは「困ったときはお互い様」で、他の避難
者と同じく避難所のルールに従っておれば、
外国人でも何ら問題はなかったそうです。一
部の国では必ずしもそうはいかず、外国から
来た人が特別扱いされることもあるので、当
時の日本の皆さんの対応にはとても助けられ
たそうです。
●災害時の在日外国人
 今回の取材の質問では、やはり119番

通報がスムーズに通じるだろうかという不安
や、広報誌の外国語版などの「言葉の問
題」に関することが多くありました。
鍵本長田消防署長から阪神・淡路大震
災時の経験を交えながら、説明しました。

一時的な旅行者と異なり、在住されてい
る方でまったく日本語がわからないという場合
は少ないとはいうものの、わからないことは地
域に詳しい方に聞くというのが災害への最善
の対処法だということになりました。
そのためにもできるだけ普段から地域との
つながりを持ち、「お馴染みさん」になること
が最も現実的な方法です。
●外国人に対する配慮
地域に在住されている外国人の多い防災
福祉コミュニティでは、災害時に言葉の問
題で困らないように、たとえば津波避難の標
識などは複数の言語で表示しています。
 また、避難が長期化することも考えて、
地域の訓練では炊き出しなどに各国の料理
を入れてみたりと外国人に対する配慮にも取
り組んでおります。

（長田消防署　菅井　晶）

少子高齢化やサラリーマン化の進展等を
背景に減少しつつある消防団員の現状を踏
まえ、神戸市では平成16年度から3カ年に
わたり委員会を設置して、団員の確保策、
組織等について検討し、さまざまな取り組み
を進めてきました。今後も、引き続き消防団
の魅力アップに向け、活動環境の整備や広
報活動の充実に努めていきます。
入団要件の緩和等
入団時の年齢要件の緩和や、勤務地要
件及び在学地要件の導入に加え、女性団
員の採用枠の制限を撤廃しました。
消防団協力事業所表示制度の創設
サラリーマンが入団しやすく、また、消防
団活動をしやすくするための環境づくりには、
事業所の協力が不可欠であることから、団
活動に協力していただいている事業所等を
認定し、表示証を交付し、公表する制度を
開始しました。
新活動服の採用
消防団のイメージアップのため若手消防
団員の意見を取り入れた新活動服を全団員
に配布しました。
消防団マスコット
キャラクターの作成
オランウータンをモチーフ

とした当市消防団のマス

コットキャラクターを作成しました。愛称は団
員とその家族から募集し、マスコットキャラク
ター「ウータン」が誕生しました。
入団促進キャンペーンの実施
入団促進活動の一環として、花時計ギャ

ラリーにおいて、入団促進ポスターを掲示す
るとともに、消防団の活動状況を紹介する
パネル展を開催しました。
福利厚生事業等の充実
団員の魅力づくりの一環として、神戸市
消防協会では団員及びその家族が利用する
施設の助成など、福利厚生事業の充実拡
大に努めています。
消防団活動のＰＲ
神戸市消防協会のホームページには、常
時、各消防団の活動状況等を掲載していま
す。
また、神戸まつりのパレードなどのイベント
にも参加して、消防団活動のＰＲに努めてい
ます。　 　　　　   （警防課　高濱正孝）
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